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式が行われ、 10分団625人の団員は、観閲者の成田 

市長から人員服装・機械器具点検を受け、分列行進
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を新たにしていました。 

発行・五所川原市役所／編集・総務課 

〒037-8686 青森県五所川原市字岩木町12番地 谷閥35-2111番 
http ://www. net. pref. aomori. jp/goshogawara/  

妬賛獲遮ミ‘議媛 

ンノ 



平
成
1
7年
度

重
点
事
業
要
 

最
重
点
要
望

3

項
目
●
重
点
要
望
5

項
目
 

。
乙
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六
月
一
百
、
県
に
対
す
る
平
成
十
七

年
度
重
点
事
業
要
望
説明
会
が
、
ホ
テ

ル
青
森
「
孔
雀
の
間
」
 
で
開
催さ
れ
、
 

三
村
知
事
、
成
田
市
長
ほ
か
県
、
市
の

関
係
者
、
ま
た
平
山
県
議
、今
県
議
並

び
に
市
議
会
か
ら
平
山
議
長
、
木
村
副

議
長
、
稲
葉
総
務
常
任
委
員
長
が
出
席

し
、
「活
力
あ
る
元
気
な
ま
ち
」
 
の
実

現
に
向
け
、
「
（
仮
称
）
中
山
ト
ンネ
ル

の
建
設
」
 
等
最
重
点
要望
三
項
目
、
 

「電
線
類
の
地
中
化
の
推
進
」
等
重
点

要
望
五
項
目
に
つ
い
て
要望
し
ま
し
た
。
 

最
重
点
要
望
 

「大
町
一
一丁
目
地
区
土
地
区画
整
理
事

業
の
推
進
に
つ
い
て
」
（
継
続
）
 

当
市
の
中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
、
 

「立
侵
武
多
」
 
の復
活
か
ら
、
住
民
発

意
に
よ
る
協
議
会
が
設
立
さ
れ
る
等
、
 

都
市
再
生
区
画
整
理
事
業
実
施
に向
け

た
体
制
が
整
い
つ
つ
あり
、
昨
年
度
に

は
、
各
種
調
査
を
経
て
、
都
市
計
画
決

定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
本

年
四
月
「
立
侵
武
多
の
館
」
が
開
館
し

た
こ
と
で
、
街
な
か
再
生
へ
の
気運
は

一
層
の高
ま
り
を
見
せ
て
お
り
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
中
心
市
街
地
に
賑

わ
い
を
取
り
戻
し
、
商
業
を
再
活
性
化

す
る
目
的
の
早
期
実
現
を
図
る
ため
、
 

「大
町
二
丁
目
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
」
 
の
円滑
か
つ
着
実
な
実
施
に
向
け
、
 

必
要
な
予
算
の
確
保
並
び
に
事
業
推
進

力
策
等
に
つ
き
ま
し
て
、
特
段
の
御
支

援
、
御
配
慮
を
要
望
い
た
し
ま
す
。
 

県
回
答

・
・
 

大
町
二
丁
目
地
区
の
土
地
区
画
整
理

事
業
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
市
が
事
業

主
体
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
都
市

再
生
区
画
整
理
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
 
 

平
成
十
六
年
の
三
月
に
都
市
計
画
決
定

が
さ
れ
て
ご
ざ
い
ま
す
。
 

今
後
の
事
業
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
 

ご
要
望
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
予
算
枠
の

確
保
等
に
つ
い
て
国
に
働
き
か
け
て
参

り
ま
す
。
 

「自
治
体
病
院
の
機
能
再
編
成
に
つ
い

て
」
（
継
続）
 

地
域
医
療
の
確
保
と
医療
水
準
の
向

上
に
大
き
な
役割
を
果
た
し
て
き
た
県

内
自
治
体
病
院
は
、
財
政
面
や
医
師
の

確
保
に
苦
慮
し
、
そ
の
存
立
が
危倶
さ

れ
る
現
状
に
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、当
保
健
医
療
圏
に
お
い

て
も
、
平
成
十
三
年
三
月
、
自
治
体
病

院
機
能
再
編
成
推
進
協
議
会
を
つ
く
り
、
 

平
成
十
四
年
に
は
、
「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
」
を
承
認
、
昨
年
度
は
、
つ
が
る

西
北
五
広
域
連
合
を
主
体
に
、基
本
計

画
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
、
財
政
状
況
の
厳
し

い
中
、
構
成
市
町
村
の
み
で
は
再
編
に

係
る
費
用
負
担
は
、
不
可
能
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
自
治
体
病
院
機
能
再
編
成
に

必
要
な
財
政
支
援
に
つ
い
て
一
層
の
御

支
援
、
御
配
慮
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。
 

県
回
答
・
・
 

西
北
五
圏
域
の
自
治
体
病
院
機
能
再

編
成
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
圏
域
か

ら
の
要
請
に
基
づ
き
ま
し
て
、
県
主
導
 
 

で
そ
の
策
定
作業
を
進
め
、
平
成
十
四

年
十
二
月
十
八
日
に
圏
域
の
十
四
市
町

村
長
の
合
意
に
よ
り
新
た
に
中核
病
院

を
確
保
す
る
こと
等
を
内
容
と
す
る
機

能
再
編
成
計
画
が策
定
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
す
。
平
成
十
五
年
度
は
、
つ
が
る西

北
五
広
域
連
合
が
主
体
と
な
り
計
画
に

基
づ
い
て
中
核
病
院
の
医
療
機
能
や
規

模
、
病
院
運
営
の
あ
り
方
、
経
営
シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
及
び
保
健
医
療
福
祉
の

連
携
の
あ
り
方等
に
つ
い
て
具
体
的な

計
画
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。そ
れ

ら
を
土
台
に
課
題
を
ー
つ
ひ
と
つ
解
決

し
な
が
ら
、
計
画
の
具
体
化
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
 

県
と
し
て
も
圏
域
の
取
り
組
み
に
対
し
、
 

適
時
、
適
切
に
助
言
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
 

ご
要
望
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
下
の

厳
し
い
財
政
状
況を
踏
ま
え
市
町
村
の

役
割
、
県
の
役
割
を
目
論
み
な
が
ら
検

討
す
る
と
と
も
に
国
に
対
し
て
機
能
再

編
成
の
推
進
に
あ
た
っ
て
の
財
政
措置

の
充
実
等
を重
点
施
策
提
案
と
し
て
行

う
等
引
き続
き
強
力
に
支
援
要
請
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。
 

重

点

要
望
 

「電
線
類
の
地
中化
の
推
進
に
つ
い
て
」
 

電
線
類
の
地
中
化
に
つ
い
て
は
、都

市
景
観
、
街
な
み
保
全
等
の
観
点
か
ら

社
会
的
ニ
ー
ズ
が
高
く
、
当
市
に
お
い
 

r
 



青森市と直結する通年でのバイパス道路
の整備につながるトンネルの建設について 

◇（仮称）中山トンネルの建
設について 

重点要望事業 

◇「っくねいも」の産地確立にっいて 「っくねいも」の生産振興にっいて 

◇幹線道路の整備促進にっいて 津軽自動車道などの広域幹線の整備促進 

◇―級河川岩木川水系におけ
る治水事業の促進にっいて 

十川、旧十川の改修事業の整備促

進 

◇青森テクノポリスハイテク工業団
地漆JIhの企業誘致促進にっいて 

青森県計画である西北五地域拠点
農工団地ノ＼の企業誘致促進 

最重点要望事業 

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
取

り
組
み
に
よ
り
ま
し
て
、
青
森
県
内
で

は
、
約
三
十
・
九キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
整

備
が
図
ら
れ
て
参
り
ま
す
。
 

引
き
続
き
推
進
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
十
六
年
度
か
ら

五
カ
年
の
計
画
で
、
無
電
柱
化
推
進
計
 
今

画
を
策
定
い
か
と
こ
ろ
で
、
今
後
と
ケ
 
喋
 

認
町

に
推
進を
し
て
いく
こ
いと
し
 
津
 

一i
i
ー
ー
ー
」
コ巨
」
二
‘
ー“
‘
・
・
 
』
 
望
 

町
及
か市
の
三
難
に
つ
勲
乞
山
、
便
 

無
電
柱
化
推
進
計
画
に
組
み
入
れ
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
関
係

機
関
と
十
分
連
携
、
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
計
画
的
に
事
業
推
進
が
図
ら
れ
る

よ
う
努
力
を
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
 

て
お
り
ま
す
。
国
道
三
三
九
号
、
布
屋
 

きとう暴撃コ2穆戸一 ド
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u
 

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
 

「立
佼
武

多
の
館

」
開

館
記
念
 

て
も
安
全
で
快
適
な
街
づ
く
り
を
進
め

る
う
え
で
、
ま
た
、
「立
侵
武
多
」
 
の

運
行
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
観
点
か
ら

も
電
線
類
地
中
化
の
積
極
的
な
推
進
を

図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
一
般
国
道
、
市
道
岩

木
町
飯
詰
線
、
湊
寺
町
線
及
び
大
町
大

通
り
線
の
 
「無
電
柱
化
推
進
計
画
」
 
に

基
づ
く
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
、
特
段

の
御
支
援
、
御
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

県
回
答
・
・
 

電
線
類
の
地
中
化
に
つ
い
て
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
「
1
 

期
に
渡
り
ま
す
電
線
類
地
中
化
計画
並

び
に
新
電
線
類
地
中
化
計
画
に
基
づ
き

ま
し
て
、
皆
様
方
か
ら
の
御
協
力
の
も

と
で
積
極
的
に
推
進
を
図
っ
て
き
た
と
 

六
月
六
日
、
立
倭
武
多
の
館
の
展
 

望
ラ
ウ
ン
ジ

「春
検
」
に
お
い
て
刀
さ
 

と
う
宗
幸
コ
ン
サ
ー
ト
ク
が
行
わ
れ

百
五
十
人
の
観
客
が
澄
み
渡
る
声
に
 

酔
い
し
れ
ま
し
た
。
 

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
館
の
開
館
を
記

念
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
さ
と
う

さ
ん
は
、
「立
侵
武
多
を
久
し
ぶ
り
に

見
て
非
常
に
感
動
し
ま
し
た
」
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。
 

岩
谷
勇
幸
館
長
は
、
「多
く
の
市
民

に
集
ま
っ
て
も
ら
っ
て
大
変
う
れ
し

い
で
す
。
今
後
も
こ
の
よ
う
な
企
画

を
考
え
た
い
で
す
ね
」
 
さ
らに
 
「市
 
 

民
の
皆
さ
ん
が
い
つ
で
も
遊
び
に
来

れ
る
よ
う
な
ル
あ
っ
た
か
い
館
ル
に

な
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
」
 
と話
し

て
く
れ
ま
し
た
。
 

今
後
は
、
立
侵
武
多
の
展
示
室
一

階
の
は
や
し
実
演
コ
ー
ナ
ー
の
壁
面

に
ね
ぷ
た
の
見
送
り
を
題
材
に
し
た

昭
和
5
4年
度
南
小
学
校
卒
業
生
制
作

の
高
さ
3
・6
m
、
幅
9

m
の
版
画
を

展
示
し
、
六
月
二
十
七
日
の
奥
津
軽

虫
と
火
ま
つ
り
に
向
け
、
 一
階
の
多

目
的
ホ
ー
ル
を
使
っ
て
松
明
や
虫
の

写
真
な
ど
を
飾
り
西
北
五
の
伝
統
文

化
を
大
い
に
P
R
す
る
予
定
で
す
。
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五
月
二
十
七
日
、
青
森
県
水
防
演
習

が
不
魚
住
の
十
川
河
川
敷
で
行
わ
れ
、
 

北
五
地
方
の
消
防
団
員
や
消
防
署
員
ら

約
五
百
人
が
参
加
し
、
出
水
期
の
災
害

に
備
え
ま
し
た
。
 

演
習
は
、
大
雨
に
よ
る
増
水
で
十
川

の
堤
防
が
越
水
す
る
と
の
想
定
で
実
施
。
 

消
防
団
員
ら
は
土
の
う
積
や
シ
ー
ト
張

り
工
な
ど
の
緊
急
時
対
応
を
手
際
よ
く

作
業
し
、
互
い
に
確
認
し
あ
っ
て
い
ま

し
た
。
 

ま
た
、
中
洲
の
キ
ャ
ン
プ
地
に
取
り

残
さ
れ
た
人
を
助
け
る
訓
練
も
行
わ
れ
、
 

消
防
隊
員
に
よ
る
ロ
ー
プ
渡
り
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
 

水
な
ど
が
入
っ
た
ポ
リ
タ
ン
ク
や
ビ

ニ
ー
ル
袋
を
ダ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
に
入
れ

て
浸
水
を
防
ぐ
簡
易
水
防
体
験
訓
練
で

は
、
市
民
や
五
一
高
の
生
徒
が
真
剣
に

取
り
組
み
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て

い
ま
し
た
。
 



宝
く
じ
は
地
域
に
役
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
 

元
象
落
自
治
会
 

「自治会会絡 

コミュニティ助成事業（宝くじの助成）で

た＜さんの備品が購入できましたI 

宝くじは 

豊かさ築く 

チカラ持ち。 

‘轡避J 
※財団法人自治総合センターは．宝くじ

の収益金により、コミュニティの“全

な発展と宝くじの普及のため、活発な

コミュニティ活助を行っている団体に

助虜を行っています． 

ーからの多額の助成金のおかげで、たくさんの憐品 

立て、よりよい筆落をつくりましよう， 

平虞16年2月 

懐元集落自治会会長 三上光男 

俵元自治会広報より 

1ログレ，”n
イド千レピ’ 

エ●ンド 

罰
駆

原
世
界
薪
窯
大
会
開
催
 

津
軽
金
山
焼
 

4
'
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2
0
0
4
五
所
川
原
世
界
薪
窯
大
会

が
、
六
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
ー
カ

月
間
、
津
軽
金
山
焼
を
会
場
に
し
て
行

な
わ
れ
世
界
各
国
か
ら
の
参
加
者
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
。
 

一
昨
年
、
つ
が
る
克
雪
ド

ー
ム
で
開

催
し
好
評
を
博
し
た
世
界
大
会
で
し
た

が
、
昨
年
は
s
A
R
s
問
題
で
断
念
、
 

再
度
要
望
に
応
え
る
形
で
今
回
の
大
会

と
な
り
ま
し
た
。
 

六
月
四
日
に
は
、
大
会
参
加
者
の
九

人
と
松
宮
亮
二
実
行
委
員
長
が
市
役
所
 
 

を
訪
れ
市
長
に
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。
 

2
0
0
2
年
に
も
参

加
し
た
カ
ナ
ダ
の
キ
ャ

ロ
ル
・
ア
ン
・
マ
イ
ケ

ル
ソ
ン
さ
ん
は
、
「前

に
来
た
と
き
は
素
晴
ら

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。
戻
っ
て
か
ら
こ

こ
で
の
体
験
を
語
り
、
 

そ
し
て
レ
ポ
ー
ト
報
告

を
し
た
と
こ
ろ
大
変
好

評
で
し
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の

サ
ム
ェ
ル

・
ホ
フ
マ
ン
 

さ
ん
は
 
「今
回
は
天
候

に
恵
ま
れ
日
の
光
を
感

じ
な
が
ら
作
品
を
作
「
 

て
い
ま
す
」
と
ア
ー
ト
に
対
す
る
思
い

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
一
行
は
、
立
侵
武
多
の
館
に

出
向
き
立
侵
武
多
を
見
学
、
展
示
さ
れ

て
い
る
自
分
の
作
品
な
ど
を
熱
心
に
見

て
い
ま
し
た
。
 

宝
く
じ
の
普
及
広
報
活
動
を
す
る
 

（
財
）
自治
総
合
セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝
く

じ
の
収
益
金
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に

対
し
て
助
成
す
る
 
「コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
」
を
行
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

健
全
な
発
展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。
 

今
回
、
俵
元
集
落
自
治
会
（
三
上
光

男
会
長
）
が
申請
し
た
と
こ
ろ
、
審
査

の
結
果
、
そ
の
特
色
あ
る
活
動
が
評
価
 
 

さ
れ
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
円
滑

に
す
る
た
め
の
助
成
を
受
けま
し
た
。
 

三
H
会
長
さ
ん
は
、
「
お
か
げ
で
、
 

念
願
の
備
品
を
た
く
さ
ん
そ
ろ
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
 こ
れ
か
ら
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
に
大
い
に
役
立
て
て
、
よ

り
よ
い
集
落
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
 

と
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

「世
界
大
会
は
、
月
曜
の
休
養
日
の

ほ
か
は
毎
日
の
よ
う
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
レ
ク
チ
ャ
ー
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

の
で
ど
う
ぞ
み
な
さ
ん
お
出
で
い
た
だ

い
て
陶
芸
家
た
ち
と
交
流
し
、
国
際
交

流
の
輪
を
広
げ
て
く
さ
い
」
と
松
宮
さ

ん
は
話
し
て
い
ま
す
。
 



善
意
の
花
か
こ
 

ど
う
も
あ
り
が
と
う
 

一」
ざい
ま
し
た
 

な
局
大
太
戴
 

5

大
太
鼓
に
魅

せ
ら
れ
た
仲
間
た
ち
5
 

あすなろ大太鼓 

あすなろ大太鼓躍動隊 

地元のまつり（虫おくり、立侵武多）を

盛り上げたいとの有志により平成13年10 

月に結成。代表・佐藤広美、会員56人。 

昭和52年に当市出身で東京在住の実業

家から寄贈。直径3.24m、高さ4.6m. 

重さ約1.7トン。 

あ
す
な
ろ
大
太
鼓
躍動
隊
で
は
六

月
二
日
、
立
侵
武
多
の
館
で
、奥
津

軽
虫
と
火
ま
つ
り
に
向
け練
習
を
開

始
し
ま
し
た
。
練
習
初
日
と
あ
って
、
 

ベ
テ
ラ
ン
会
員
が
今
年
か
ら新
た
に

加
わ
っ
た
会
員
に
打
ち
方
を
教
え
、
 

新
会
員
は
な
れ
な
い
手
つ
き
で
太
鼓

を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
会
員
ら
は
週

に
3
回
の
練
習
で
六
月
二
十
七
日
の

運
行
本
番
に備
え
ま
す
。
 

あ
す
な
ろ
大
太鼓
に
乗
り
、
打
ち

始
め
を
務
め
る
北
川
尚
子
さ
ん
（
大

町
）
は
、「静
け
さ
の
中
、
私
が
打
つ

音
だ
け
が
響
き
、
続
い
て
大
太
鼓
、
 

唯
子
、
虫
や
立
侵
武
多
が
運
行
を
始

め
る
。

・つ
ま
く
言
葉
で
表
せ
な
い
ほ

ど
魅
力
的
で
す
」
と
語
っ
て
い
ま
し

た
。
 

ま
た
、
子
ど
も
会
員
と
し
て
参
加
 

4
年
目
の
渋
谷
稔
樹
く
ん
（栄
小
4
 

年
）
は
 
「
太
鼓
が
大
き
く
て
思
い
っ

き
り
打
て
る
し
、
大
き
な
音
が
で
る

と
こ
ろ
が
お
も
し
ろ
い
」
と
、
5
年

目
の
長
内
亮
太
く
ん
（
中央
小
5
年
）
 

は
「
行
進
の
先
頭
な
の
で
皆
か
ら注

目
を
浴
び
る
の
が
好
き
で
す
」
と
話

し
、
運
行
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
熱

の
こ
も
った
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。
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北
副
如
劃
」
」
 ン
 

集
い
て学
ぶ
 
一
 

北
辰
大
学
開
講
式
一
 

北
辰
大
宇
の
開
講
式
が
六
月
二
日
、
 

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、
受
講
生
一
一

百
二
士
1一
人の
今
年
度
課
程
が
ス
タ

ー
 

ト
し
ま
し
た
。
今
年
で
三
十
二
年
目
と

な
る
北
辰
大学
は
、
六
十
歳
以
上
の
市

民
を
対
象
と
し
た
生
涯
学
習
で
、
二
月

ま
で
計
十
回
の
講
座
を
開催
し
、
そ
の

ほ
か
自
主
学
習
と
し
て
ク
ラ
ブ
活
動
が

盛
ん
に
行
な
わ
れ
ま
す
。
 

式
で
は
、
新
入
生
を
代
表
し
て
封
馬

寛
章
さ
ん
（米
田
）
が
、「第
二
の
成
人

式
を
迎
え
る
よ
う
で
大
き
な
希
望
を
膨

ら
ま
せ
て
い
ま
す
。
先
輩
方
の
胸
を
か

り
て
、
積
極
的
に
勉
強
し
、
ク
ラ
ブ
活

動
に
も
参
加
し
ま
す
」
と
誓
い
ま
し
た
。
 
 ⑥

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
川
崎
亮
一
さ
ん
（前
五
所
川
原
市
社

会
福
祉
協
議
会
会
長
）H
百
万
円
。
 

〇
神
山
婦
人
会
（松
野
節
子
代
表
）
H
一
一

万
円
（
梅ま
つ
り
益
金
）
。
 

〇
茶
道
裏
千
家
和
敬
会
（
江
渡宗
成
会

長
）H
五
万
七
百
八
十
八
円
（チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
茶
会
益
金
）
。
 

⑥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ

〇
太
子
食
品
工
業
株
式
会
社
（
工藤
茂

雄
粁
長
）H
寄
贈
（そ
・っ
めん
こ
ん
に
ゃ

く
五
十
人
分
）
。
 

〇
天
理
教
青
森
教
区
西
北
第
一
支
部
 

（
田中
道
弘
支
部
長
）H
訪
問
（
施
設

内
外
清
掃
）
。
 

〇
天
理
教
東
松
島
分
教
会
青
空
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
（
小
野興
道
代
表
）
H
訪
問
 

（
施設
内
外
清
掃
）
。
 

⑥
市
芸
術
文
化
振
興
等
基
金
へ
 

〇
五
所
川
原
料
飲
店
組
合
（
畠山
三
郎

理
事
長
）H
五
万
六
千
円
（チ
ャ
リ
テ
ィ

ナ
イ
ト
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
益
金
）
。
 

〇
有
限
会
社
み
ち
の
く
管
機
（
山口
ハ

コ
代
表
取
締
役
）H
三
百
五
十
万
円
 

（美
術
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
用
絵
画
購

入
費
と
し
て
）
。
 



選挙人本人力投票用紙を直接投票箱シ 
投 

票 

箱ト 

戸LUう＼ 
! 
I 

＼、郎ノ 
ノでニー・ 

記載場所にて
投票用紙への
記載 

→
 

准
 

従
来
の
不
在
者
投
西
 

期
日
前
投
票
 

郎ノノ 

期日前投票所
にて投票用紙
への記載 

手続が簡素化され 
投票がスムーズになります 

役票用紙を 外封筒へ入れ 不在者投票管理者へ 投票管理者が
内封筒へ 選挙人が署名 提出し、外封筒に 受理を決定した 

立会人が署名 	ものを開封 →
 

◆ ◆
 

計

・

×
 

〔
曲
 

「
！
明
推
一
郎
 

昌畢
不在．餌 
（外割，) 

【
明
推
一
郎
 

~ 

内
封
簡
 

\ 	I, 

霧’ 
奇 

一、~kn 	" 

' HuhIFl、六＝はI型‘西（牛ill府j 、選挙管理員会事務局 

×可i!) i=!J !!『!J J弱 '!'J !i!)警えノ 

従来の不在者投票を改め、期日前投票（きじつぜんとうひょう）制度が新たに創設さ

れました。 

従来の「名簿登録地の市区町村の選挙管理委員会における不在者投票」（五所川原市の選挙人名簿に

登録されている人が五所川原市で行う不在者投票）は、原則として、この「期日前投票」 に移行します。 

この制度により、従来の「投票用紙を封筒に入れて、それに署名する」といった手続きが不要とな

り、投票しやすくなります。 

※名簿登録地の市区町村（五所川原市）以外の市区町村の選挙管理員会や病院、老人ホーム等におけ

る不在者投票については、従来どおりです。 

く●投票がしやすくなります） 
選挙期日前でも、選挙期日における投票のように、投票用紙を直接投票箱に入れることができるよ

うになり、投票がしやすくなります。 

力 

く●投票期間がかわります） 
従来の不在者投票の投票期間 

公示日 
	

前日 選挙 

告示日 
	

期日 

公示日・告示日の翌日から 

期日前投票の投票期間 

期日前投票を行うことができる期間は、公示日または

告示日の翌日から選挙期日の前日までの間です。この点、 

従来の不在者投票の投票期間（公示日または告示日から

選挙期日の前日までの間）から変更がなされています。 

公示日翌日 
	

前日 選挙 

告示日 
	

期日 

五所川原市役所 容35- 2111 平成16年 6 月15日 6 
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お
知
ら
せ
 

公
証
（
法律
）無
料
相
談
 

の
開
設
 .

 

 

市
民
課
 
内
線
2
2
0
 

五所川原消防署管内 5 月の火災、救急、救助出動件数（単位】件） 

統ー標語 
その油断 火から炎へ 災いへ 

問い合わせ 】五所川原地区消防事務組合消防本部丑35・2019（内 23番） 

区分 
火 災 救 急 」改 助 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 
平成16年 4 17 112 581 1 10 
平成15年 1 12 121 601 2 12 
比 	較 3 5 A9 A 20 Al A2 

五所川原市役所 谷35-2 111 平成16年 6 月15日 [I
 

平
成
1
6年
度
市
合
同
 

金
婚
式
参
加
者
募
集
 

介
護
福
祉

課
 
内
線
2
7
5
 

◇
対
象
夫
婦
…
婚
姻
以
来
5
0年
（
昭和
 

2
9年
婚
姻
）
を経
過
し
た
ご
夫
婦
 

◇
申
込
方
法
…
介
護
福
祉
課
高
齢
福
祉

係
ま
た
は
各
支
所
に
て
受
付
 

◇
申
込
締
切
…
9
月
1
7日
団
 

※
日
時
、
場
所
に
つ
い
て
は
後
日
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
お
申
し
込
み
の

際
は
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

『市

民
プ

ー
ル
開
き
の
お
知
ら
せ
／
 

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
内

線
5
6
1
 

●

7
月
1
日
困
5
8
月
3
1日
因
 

午
前
の
部
 
9
時

、
1
2時
 

午
後
の
部
 
1
3時
5
1
6時
4
5分
 

※
天
候
等
に
よ
り
遊
泳
が
で
き
な
い
と
 

き
は
休
館
と
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
 

都
合
に
よ
り
時
間
変
更
も
あ
り
ま
す
。
 
 

市
で
は
、
青
森
公
証
人
会
の
協
力
を
 

得
て
公
証
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。
 

大
切
な
契
約
書
や
遺
言
は
、
公
正
証
 

書
に
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。
 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

●

7
月
7
日
困
 
1
0時
5
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室

※
定
員
8
名
に
な
り
次
第
締
切
。
お
早

め
に
市
民
課
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

法
廷
通
訳
に
 

興
味
が
あ
る
方
へ
 

青
森
地
方
裁
判
所
刑
事
訟
廷
事
務
室

庶
務
係

狙
叩
（m
)
5
3
5

ー
 

法
廷
で
の
通
訳
人
は
、
通
訳
を
必
要

と
す
る
外
国
人
が
被
告
人
と
な
っ
て
い

る
刑
事
事
件
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
外
国
人
刑
事
事
件
数
は
相

変
わ
ら
ず
全
国
的
に
高
い
水
準
で
推
移

し
て
い
て
、
言
語
に
よ
っ
て
は
通
訳
人

候
補
者
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
 そ
こ
で
、
 

裁
判
所
で
は
広
く
通
訳
人
候
補
者
を
募

集
し
、
経
験
の
少
な
い
方
が
通
訳
人
に

選
任
さ
れ
た
場
合
に
は
適
切
に
通
訳
で

き
る
よ
う
研
修
を
開
催
す
る
な
ど
し
て

い
ま
す
。
語
学
に
堪
能
で
法
廷
通
訳
を

や
っ
て
み
た
い
と
い
う
意
欲
の
あ
る
方

か
ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

ノ

／
ノ
 

住
宅
金
融
公
庫
か
らお
知
ら
せ
 

住
宅
金
融
公
庫
東
北
支

店
 

阻
m
(
m)
5
0
0
3
 

住
宅
金
融
公
庫
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
ご

返
済
中
で
、
最
近
の
不
況
に
伴
う
失
業

や
収
入
の
減
少
な
ど
で
返
済
に
お
困
り

の
方
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
返
済

方
法
の
変
更
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

①
返
済
期
間
の
延
長
（
最長
1
5年
）
 

②
元
金
据
置
期
間
の
設
定
（
最長
3
年
）
 

③
元
金
据
置
期
間
中
の
金
利
引
き
下
げ

※
取
扱
期
間
は
平
成
1
7年
3
月
末
ま
で
。
 

こ
の
ほ
か
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
に

応
じ
た
返
済
方
法
の
変
更
を
行
っ
て

い
ま
す
。
詳
細
は
住
宅
金
融
公
庫
東

北
支
店
ま
た
は
返
済
中
の
金
融
機
関

ま
で
。
 

h
t
tp】×
×w
w
w・iy
u
kou

・g
o・ip
×
 

、
、
都
市
計
画
の
決
定
口
関
す
剖
ン

図
書
の
縦
覧
に
つ
い
て
 

都
市
計
画
課
内
線

3
2
3
 

「五
所
川
原
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
 

開
発
及
び
保
全
の
方
針
」
 
に
関す
る
都

市
計
画
が
決
定
（
県
決
定）
さ
れ
た
の
で
、
 

次
の
と
お
り
関
係
図
書
を
縦
覧
し
ま
す
。
 

◇
都
市
計
画
の
種
類
 

五
所
川
原
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
 

開
発
及
び
保
全
の
方
針
 

◇
縦
覧
時
間

…
8
時
3
0分
5
1
7時
 

◇
縦
覧
場
所
…
建
設
部
都
市
計
画
課
 

×
 

「離
転
職
者
」
訓
練
生
募
集
 

青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校
 

皿
（
3
7)
3
2
0
1
 

8
月
生
の
募
集
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

●

W

e
b
エ
ン
ジ
ニ
ァ
科
…
2
5名
 

●

ビ
ジ
ネ
ス
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
 

（
一
蔀）
…2
0名
 

◇
期
間
‘
・8
月
2
日
回
か
ら
4
カ
月
間
 

◇
対
象
者
…
雇
用
保
険
受
給
者
 

◇
募
集
期
間
 

6
月
1
6日
困
5
7
月
7
日
困
 

◇
申
込
先
…
五
所
川
原
公
共
職
業
安
定
 

所
（
電
話
で
の
申
込
み
不
可
）
 

◇
選
考
方
法
…
面
接
と
書
類
 

『
創
業
・
経
営
革
新
」
ノ

や
る
気
の
あ
な
た
を
 

応
援
し
ま
す
 

青
森
県
商

工
会
連
合
会
 
西
北

五
地
域
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ
ー
 

（
木
造
町
商
工
会
館
内
）
 

阻
（4
2)
1
5
6
5
 

国
の
構
造
改
革
の
推
進
に
伴
い
、中

小
企
業
の
活
性
化
と
新
た
な
雇
用
の
創

出
を
図
る
た
め
に
努
力
し
て
い
ま
す
。
 

厳
し
い
経
済
状
況
が
続
い
て
い
る
中
、
 

当
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
地
元
商
工
会
議

所
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
新
商
品
・
新

サ
ー
ビ
ス
の
開
発
や
新
分
野
へ
の
進
出

な
ど
創
業
及
び
経
営
革
新
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
企
業
の
育
成
を
支
援
し
ま
す
。
 

●

相
談
及
び
指
導
内
容
 

◇
開
業
予
定
者
に
は
、
開
業
準
備
の
手

順
や
ポ
イ
ン
ト
、
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
 

成
功
事
例
、
創
業
に
際
し
て
の
心
構

え
、
事
業
資
金
の
調
達
、
創
業
に
あ

た
っ
て
の
課
題
に
つ
い
て
相
談
及
び

指
導
し
ま
す
。
 

◇
経
営
、
金
融
、
技
術
、
情
報
化
、
マ
ー
 

ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
経
営
革
新
を
計

画
し
て
い
る
事
業
者
に
は
、
経
営
革

新
計
画
承
認
申
請
書
（
国版
・
県
版
）
 

の
作
成
を
指
導
し
ま
す
。
 

◇
相
談
者
か
ら
の
依
頼
に
応
じ
て
、
経

営
、
技
術
、
情
報
、
法
律
、
税
務
な

ど
の
専
門
家
を
紹
介
し
ま
す
。
 

※
相
談
及
び
指
導
に
関
し
て
は
、
コ

ー
 

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
い
ま
す

の
で
、
詳
細
は
当
支
援
セ
ン
タ
ー
に

ご
連
絡
願
い
ま
す
。
 



市
民
サ
回
ン
 

一
放送
大
学
学
生
募
集
 

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー
 

租
m
(3
8)
05
0
0
 

働く女性の活躍推進シンポジウム 
~6月は男女雇用機会均等月問です～ 

財21世紀職業財団青森事務所 容01 7-776-2028 

五所川原市役所 容35- 2111 平成16年 6 月15日 8 

日 時・・・6 月29日（刃 13時30分～16時30分 

会 場‘・・青森グランドホテル 2 階 平安の間 

参加料…無料 

内 容・・・①基調講演「ポジティブ・アクションの意義 

と必要性」囲日本経済団体連合会専務理事 

矢野弘典氏 

②フリートーク 「あなたが変われば、会社も 

変わる カギはポジティブ・アクションー」 

厚生労働省では、毎年 6 月を男女雇用機会均等月間

と定め、職場における男女の均等な取扱いの実現と、 

男女労働者間に存在している格差を解消するための積

極的な取組（ポジティブ・アクション）の促進を図るた

め、全国的な啓発活動を実施しております。ぜひ、ご

参加ください！ 

簡易小ロ資金 近代化資金 

保証金額 t000万円 乙000万円 

期 間 

運転 7 年以内 

（据置 6 力月以内） 

設備 7 年以内 

（据置 1 年以内） 

運転 10年以内 

（据置 6 力月以内） 

設備 10年以内 

（据置 1年以内） 

貸付利率 年率 3.5％以内 年率 3.8％以内 

保証料率 年率 1.28％以内 年率 1.28％以内 

地元中小企業の方々に、事業資金の借入を円滑にし

ていただくため、特別保証制度を実施しています。ご

利用しやすい制度となっていますので、大いにご利用

ください。 

青森県信用保証協会
五所川原支所 

TE35-412, 

《特別保証制度》 

融資のご案内 

剃

1
4
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
  
ノ

花
菖
蒲
せ
せ
ら
ぎま
つ
り
 

明
治
神
宮
株
分
け
の
6
9品
種
、
3
万

本
の
花
菖
蒲
が
咲
き
誇
る
菊
ケ
丘
水
郷

公
園
へ
あ
な
た
も
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。
 

●

7
月
2
日
岡
5
4
日
⑧
 

菊
ケ
丘
水
郷
公
園
 

◇
主
な
イ
ベ
ン
ト
 

2
日
圏
・
・
山時

、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
 

セ
レ
モ
ニ
ー
、
1
0時
3
0分
5
西
北
 

五
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
 

3
日
田
…
1
3時
5
1
4時
3
0分
 

カ
ラ
オ
ケ
大
会
 

4
日
回
…
1
3時
5
1
4時
3
0分
 

竜
巳
憲
二
歌
謡
シ
ョ

ー
 

※
こ
の
他
、
出
店
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
 

ト
、
野
点
、
歴
史
民
俗
資
料
館
・
旧
 

平
山
家
無
料
開
放
、
写
生
大
会
な
ど
 

盛
り
だ
く
さ
ん
。
詳
細
は
事
務
局
へ
。
 

フ
リ

ー
マ

ー
ケ
ツ
ト
参
加
者
募
集
 

環
境
対
策
課
 
内
線
2
3
3
 

せ
せ
ら
ぎ
ま
つ
り
に
家
族
や
友
だ
ち

と
不
要
に
な
っ
た
衣
類
や
日
用
品
な
ど

を
持
ち
寄
り
、
出
店
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

●

7
月
3
日
田

・
4
日
同
 

9
時

、
1
5時
 

菊
ケ
丘
水
郷
公
園
 
 

◇
参
加
資
格
…
ど
な
た
で
も
参
加
可

◇
出
店
品
目
…
食
料
品
以
外
の
も
の
 

◇
申
込
先

…
6
月
2
5日
圏
ま
で
に
五
所
 

川
原
家
族
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行
 

委
員
会
（
事
務局
環
境
対
策
課
）
へ
 

「
、
五
所
川
原
東
高
等
学
校
一
 

ー
T
活
用
講
習
会
の
募
集
 

講
座
担
当
狙

（2
9)
2
0
2
3
 

鰍
（
2
9)
2
7
0
6
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
扱
い
方
を
基
礎
 

か
ら
学
ぶ
講
座
。
初
心
者
に
も
対
応
。
 

◇
場
所

…
五
所
川
原
東
高
等
学
校
 

◇
定
員

…
3
0名
（多
数
の
場
合
抽
選
）
 

◇
対
象
…
成
人
で
、
で
き
る
か
ぎ
り
全

日
程
を
受
講
で
き
る
予
定
の
方
 

◇
受
講
料
…
テ
キ
ス
ト
代
1
0
0
0
円

◇
申
込
方
法
…
6
月
3
0日
困
ま
で
に
、
 

電
話
ま
た
は
隙
で
郵
便
香
り
・住
所
・

氏
名
・
年
齢

・
性
別
・
電
話
番
号
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
 

平
成
1
6年
度
第
2
学
期
（1
0月
入
学
）
 

「教
養
学
部
生
」
・
「大
学
院
修
士
科
目

生
」
及
び
平
成
1
7年
度
「
大
学
院
修
士

全
科
生
」
 
の学
生
を
募
集
し
ま
す
。
 

●

出
願
期
間
 

教
養
学
部
・
大
学
院
修
士
科
目
生
 

8
月
3
1日
因
ま
で
 

大
学
院
修
士
全
科
生
 

9
月
1
日
困
5
9
月
1
4日
因
 

※
募
集
要
項
は
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。
 

◇
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
 

〒
卿
痴
弘
前
市

文
京
町
1
（
弘前
 

大
学
創
立
5
0周
年
記
念
会
館
内
）
 

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ
ー
 

詳
し
く
は
 

h
t
tpー
ミw
ww
・
〒a
ll
J

・ac
J
p
×
h
p
 

×
  2

0
0

4
年
心
に
う
た
う
ノ

チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
歌
謡
シ
ョ

ー
 

津
軽
野
歌
謡
ク
ラ
ブ

狙
（2
8)
2
2
1
1

佐
藤
 

初
め
て
発
表
す
る
方
、
各
種
大
会
で

活
躍
し
て
い
る
方
な
ど
県
内
各
地
か
ら

多
数
出
場
し
ま
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

●

6
月
2
7日
回
 
開
演
1
3時

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
 
大
ホ
ー
ル
 

nJ
n
'U
 

期 日 学習内容 

7 月26日（月） 
ワ―プロ基礎 

（暑中見舞いの

作成など） 

7月27日閃 

7 月28日困 

7 月29日困 
パソコン活用 

（インタ一ネッ

トなど） 

7 月30日岡 

8 月 2 日（月） 

※
受
講
時
間
は
1
7時
3
0分
5
2
0時
3
0分
。
 
※
入
場
無
料
。
整
理
券
不
要
。
 



全
国
建
築
住
宅
デ
ー
 

五
所
川
原
市
建
築
組
合

皿
（
3
5)2
8
5
6
 

今
年
も
組
合
員
が
市
民
の
皆
様
に
奉

仕
し
た
い
と
、
刃
物
研
ぎ
・
住
宅
相
談

な
ど
を
行
い
ま
す
。
多
数
の
ご
来
場
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
収
益
金

は
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
さ
れ
ま
す
。
 

●

6
月
2
0日
回
 
9
時

、
1
5時
3
0分
 

市
役
所
前
お
祭
り
広
場
 

◇
内
容
 

・

刃
物
研
ぎ
…
一
丁
当
た
り
、
包
丁

翻
円
、
 ハ
サ
ミ
 
翻
円
、そ
の
他
の

刃
物
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

・

住
宅
相
談
・
・
薪
築
、
増
築
、
リ
フ
ォ

ー
 

ム
へ
二
世
帯
住
宅
等
々
に
つ
い
て
。
 

あ
ず
ま
し
や
ま
つ
り
 

あ
ず
ま
し
や
支
援
ハ
ウ
ス

阻
（3
4)
5
8
6

ー
 

身
体
障
害
者
の
た
め
の
ア
パ
ー
ト
 

「
あ
ず
ま
し
ゃ
支
援
ハ
ウ
ス
」
 
が行
う

初
め
て
の
お
ま
つ
り
で
す
。
ど
な
た
で

も
、
お
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。
 

●

6
月
2
7日
回
 
1
0時
5
1
3時
 

訪
間
介
護
あ
ず
ま
し
ゃ
前
駐
車
場
 

（
市
内鎌
谷
町
翠

4
)
 

※
雨
天
時
は
ハ
ウ
ス
内
ホ
ー
ル
で
開
催
。
 

◇
内
容
…
バ
ザ
ー
、
ジ
ュ

ー
ス
・
こ
お

り
水
・
コ

ー
ヒ
ー
な
ど
の
販
売
、
体
 

験
「
ス
ラ
イ
ム
を
作
ろ
う
ー
」
 
な
ど

イ
 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
 

ラ
・
プ
リ
マ
ベ
ラ
地
域
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
 
狙
（
3
8)
1
3
3
2
 

地
域
住
民
の
方
々
か
ら
精
神
障
害
を

持
つ
方
々
へ
の
理
解
を
得
て
、
交
流
を

深
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
0
皆
さ
ん

参
加
・
来
場
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

●

6
月
2
4日
困

1
0時
5
1
4時
3
0分
 

ラ
・
プ
リ
マ
ベ
ラ
地
域
生
活
支
援
セ
 

ン
タ

ー
 

◇
内
容
…
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
フ
リ
ー
マ
ー
 

ケ
ッ
ト
、
作
品
展
示
な
ど
 

※
た
だ
今
リ
サ
イ
ク
ル
品
を
募
集
中
／
 

『
ア
イ
ニ
フ
ヴ
・
ピー
ス
」
／一

上
映
会
の
ご
案
内
 

実
行
委
員
会
m
(3
3)
8
6
2
5秋
葉

献
（3
3)1
2
5
6
成
田
 

戦
争
し
か
知
ら
な
い
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
、
私
に
も
で

き
る
こ
と
が
あ
る
。
戦
争
で
傷
っ
い
た

ア
フ
ガ
ン
の
少
女
の
た
め
に
、
ろ
う
の

女
性
が
義
肢
装
具
士
を
目
指
す
…
少
女

に
笑
顔
を
、
大
地
に
緑
を
、
風
に
愛
を
。
 

●

6
月
2
6日
山
 

1
回
目
1
4時
、

2
回
目
1
8時
3
0分
 

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
 
小
ホ
ー
ル
 

◇
前
売
券
（当
日
券
は
翻
円
増
）
 

大
人
1
2
0
0
円
、
小
人
8
0
0
円
 

◇
発
売
所
…
ェ
ル
ム
の
街
s
c
、
中
三
、
 

お
や
こ
劇
場
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
 

（「鯵
ケ
沢
会
」
 

会
員
募
集
中
 

事
務
局
狙
（
3
4)6
8
1
2
北
浦
 

鯵
ケ
沢
町
出
身
で
、
五
所
川
原
市
在

住
者
に
よ
る
「
鯵
ケ
沢
会
」
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
 

5
月
3
0日
の
 
「鯵
ケ
沢
会
親
睦
の
集

い
」
 
に
は
、大
勢
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
 

5
周
年
を
祝
い
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
 

会
長
 
富
田
重
照
 

」
弟
2
0回
ウ
チ
ョ
ウ
ラ
ン
ノ

と
山
野
草
展
示
会
 

五
所
川
原
山
野
草
愛
好
会
 

狙
（3
5)
6
9
8
0

蒔
苗
 

●
7
月
3
日
出
5
4
日
回
 

北
地
方
教
育
会
館
2
階
 

◇
主
催
…
五
所
川
原
山
野
草
愛
好
会
 

弓
道
を体
験
して
み
ませ
ん
か

市
民
弓
道
教
室
（
前期
）
 

五
所
川
原
弓
道
会
 ・

献
（
3
5)
1
2
6
3

新
岡
 

中
学
生
、
高
校
生
、
 一
般
の
方
を
対

象
と
し
た
初
心
者
向
け
市
民
弓
道
教
室
。
 

●

6
月
2
2日
因
5
7
月
2
4日
出
 

毎
週
火
・
木
・
土
曜
日
 

旧
三
道
会
館
 
1
9時

、
2
0時
4
5分
 

※
受
講
無
料
。
弓
具
は
弓
道
会
で
用
意
 

し
て
あ
り
ま
す
。
 

×
 

正［ 

～仕事の依頼や入会のお問い合わせは～ 

原則として、60歳以上の健康で働

く意欲のある高年齢者の方々を募

集しています。働く喜びを分かち

合い、 シルバーで生きがいを見っ

けませんか。 

人手が足りない時なと、 臨時的な仕事や期間の

短いさまざまな仕事をシルパー人材センターがお

引き受け（請負）いたします。 

経験豊かで元気な会員（高年齢者）が、皆様のお

手伝いをいたします。 

《倉皆βw 

会員募集中グ 農作業分野の仕事 
もしています 

田畑の耕作、種蒔、薬剤散 
布、農産物の収穫・洗浄・ 
選別‘箱詰・梱包など 

澄豊 五所川原市 

シルバー人材センター 
容 34・8844/容35・2111（内線360) 

●サービス● 
福祉・家事援助サービス、 
折衝・外交、家庭教師、パ
ンフレット配布など 

五所川原市役所 容35- 2111 

』
 

プ“円ノ円
コmy/7フ 

●技能● 
植木の勢定、雪囲い、障子・襖
張り、大工仕事、送迎車両の運
転、ボイラー保守管理など 

●管理● 
駐車場管理、駐車場整理、 
宿日直、施設管理など 

9 平成16年 6 月15日 

シlしバ三”人材センタでJ 

●軽作業● 
屋内外の清掃、除草、草刈、 
家庭内清掃、倉庫内作業、 
包装など 

●事務● 
―般事務、経理事務、受付
事務、宛名書き、毛筆賞状
書きなど 

' 



‘ノ 
〔融資制度の概要〕 

・融資対象者 

CB事業者又は創業予定者、cv創業者 

・1事業者当たり貸付限度額 	CB :3,000千円 

cv 】 5,000千円 

(＊融資枠／CB : 60,000千円・CV : 40,000千円） 

・貸付期間（据置期間） 	CB : 5 年（ 1年） 

Cv 】 7 年（ 1 年） 

・貸付利率 	 2% 

・担保、保証人 	 無担保0 

保証人は原則 1名 

・融資受付期間 	 平成16年 7月～ 

平成17年 3月 

万手痔てラ移りアβ哲 

〔融資までの流れ〕 

県 
~ノ 

②事業認定 
	

t認定申請 

③融資申込ーt④融資 

※融資お申込の前に、 rcB認定」または「cv認定」が
必要です。ただ今、認定申請受付中。 

つプー手膏そフフ胃こ蘭ず膏雷簡い合打を薩 
ガ 	 健康福祉課児童家庭係言 
、ノ 

コミユニテイピジネス推進資金
コミユニティベソヂャー創業資金 加を元気に！ のご窮lタ！ 

平成16年 7 月スタート予定 

担保・低利（ 2%）な事業資金。 

NPO法人も対象。 
~． 	 ．~ 

  

青森県商工労働部経営振興課

街づくり・コミユニティ推進クループ 

TEL 017一734一9373 

 

r「 

   

☆アイデアと地域資源を活用して、 地域を元気にする 「コミュニティビジネス（CB刀 

☆地域で話題となっている技術や商品のビジネス化に挑戦する 「コミュニティベンチャー（cv刀 の推進・創 

業を支援するため、 無担保で低利な融資制度をスタートさせます。 

(CBの事業例〕高齢者への配食、 車いす移送サービス、 コミュニティレストラン、 子育て支援センター、 日常 

生活支援、 廃油リサイクル、 グリーンツーリズム、 出張理美容 など 

にVの事業例〕酒造りに使用される水と県産大。で作った無添加の豆腐・豆乳の販売など 

子育てメイトは、皆さんの身近で子育て相談などに応じてくれる県から委嘱を受けた相談員です。お気軽にご相談くださ

い。また市では、随時、新たにメイトになっていただける方を募集していますので、興味のある方はご連絡ください。 

本庁地区 

栄 	町 福 間 悦 子 

田 	町 相 川 嶺 子 

蓮 	沼 小野登志子 

元 	町 木 村 	麗 

― ッ 谷 演 田 哲 子 

― ッ 谷 竹 谷 と く 

烏 	森 漉 谷 陽 子 

鳥 	森 米谷美智子 

八 重 菊 吉 田 梶 子 

新 	町 高 橋 芳 枝 

川 端 町 三 森 敬 子 

東 	町 小 山 キ エ 

松島町2丁目 小 山 愛 子 

松島町3丁目 松 林 睦 子 

松島町5丁目 工 藤 昭 子 

松島町6丁目 谷 坂 裕 子 

松島町6丁目 北川 セ ッ 

旭 	町 成 田 ッ ャ 

敷 島 町 成 田 房 江 

さっき町 阿 部 徳 子 

下平井町 小田桐 教 

下平井町 高 杉 る、み 

下平井町 服 部 秀 子 

末広・新宮 佐 藤 京 子 

新 	宮 原 	節子 

新 宮 町 原 	ミキエ 

若葉第1町内 三上てる子 

若葉第2町内 中 川 幸 子 

若葉第2町内 長岡ハチエ 

小 	曲 ―戸千加子 

錦 	町 吉 川 和 子 

小 	曲 成 田 	泉 

小 	曲 中 道 悦 子 

栄地区 

湊 葛西せっ子 

猫 藤田ミ ド I) 
姥 	庖 平 山 孝 子 

稲 	実 ― 戸 	稔 

みなみ広田 三和っき子 

広 	田 成田千恵子 

柳 遠 藤 恵 子 

広 長 尾 敬 子 

七 ッ 館 葛 西 絹 江 

ひがし光ケ丘 阿 部 悦 子 

みどり町2・汀目 小田桐良子 

みどり町4丁目 宮 本 優 子 

みどり町7丁目 加 藤 幸 子 

みどり町5丁目 藤 田 幸 子 

みどり町6丁目 八木橋直子 

稲 	実 米 塚 淳 子 

みどり町8丁目 木 村 貞 子 

梅訪 ミ地区 

梅 	田 木 村 美 子 

七和地区 

原 	子 伊 藤 良 子 

持 子 沢 三 上 優 子 

前田野目 大 坂 文 恵 

羽野木沢 阿 部 貞 子 

長橋地区 

福 	山 土岐恵理子 

松島地区 

野 	崎 村 田 江 子 

石 	岡 寺田よしえ 

青 葉 町 藤 田 ト ク 

漆 白 川 キ エ 

石 	畑 小 野 敬 子 

漆 神 	美 和 

尻 	無 野 呂 よ ね 

前 	葱 山 内 	幸 

飯記 i地区 

伝助町・下町 三 浦 れ い 

長 	坂 平 山 リ ッ 

三好 二地区 

高 	瀬 渋 谷 友 江 

藻 渡辺ャッ工 

藻 竹 谷 ト キ 

中I' ~地区 

川 	山 葛 西 妙 子 

種 	井 古 川 由 美 

中 外 崎 テ ル 

沖 飯 詰 笠 井 英 子 

毘沙門地区 

毘 沙i『 福 間 リ ャ 
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7月はあじさい・花の季節です 

オルテンシアでは100種類のあじさいの花が咲き誇 

る時期、市民の皆さんにコンサートホールと小ホール 

を無料開放します。 

期間 	7月10日出・11日（日） 

時間 	10時～12時、13時～15時、 

15時30分～17時30分、18時30分～20時30分 

〇演劇・合唱の練習 

一人でカラオケ・ピアノ演奏 

〇小ホールの級帳鑑賞、館内案内 

※営業と判断される場合及びプロの演奏家はお断りし 

ます。 申し込みたい方は、 オルテンシアまでご連絡 

ください。（ご利用は申し込み順となります） 

あじさいの苗販売・相談所を開設 

◇販売価格…100円～300円、1人 2 株まで 

◇種類・・一うずあじさい（ピンク）、墨田の花火（白）、 

マスジア（紅色）、 ブルースカィ（薄青）など 

◇販売日時・‘・7月10日出・11日（日） 9 時～15時 

◇あじさいの栽培などの相談日 

7月10日田・11日（日） 9 時～15時 

あなたの作品がオルテンシアに飾られます 

「あじさい・花のフオトユンテスト」』 
オルテンシアのあじさいは栽培10年目になり年々見 

ごたえが良くなりました。 このあじさいの写真を募集 

する 「あじさい・花のフォ トコンテスト」 を開催しま 

す。 入賞作品は、 オルテンシアに展示する予定です。 

◇応募方法 

① 1人1点。 組み写真不可、 単写真のみ。 

②本人が撮影したものに限る。 

③応募作品は受け取りにくることができる方のみ返却 

します。 

④作品（プリント）サイズは、 ワイ ド四切（額付）のみ。 

⑤写真裏に郵便番号、 住所、 氏名、 電話番号、 画題を 

明記した用紙を貼付。 

⑥あじさいはオルテンシアで栽培されているものに限 

ります。 

◇応募先・・・〒037-0065 五所川原市幾世森24-15 
ふるさと交流圏民センター事務組合 

あじさい・花のフォ トコンテスト係 

◇締切・・・8 月13日囲 

◇発表・・・9 月 1日困まで入賞者に直接通知 

※応募作品は 9 月 7 日～14日まで館内に展示。 

◇賞・・・特選 1点、準特選 2点、入選 6点。入選作品は、 

9 月 7 日から平成17年 8 月末まで館内展示。 

11 平成16年 6 月15日 五所川原市役所 谷35-2111 



ご飯 	 800 g 大根の葉 	80 g 
にんじん（皮付） 	 20 g しらす干し 	30g 
妙りごま 	 8g 油 	 小さじ 2 
しょう油 	小さじ 4 酒 	  大さじ 2 

× 	 ノ 

／■材料（ 4人分） 	 、 
、 

~ A 

エコ・クッキング② 
～身近な台所から 

水質環境の保全を～ 

五所川原市食生活改善推進員会 

野菜を無駄なく利用する 

1 人分 	400kalg／塩分1.4g 

■作り方 

①大根の葉は、小口切りにして苑でる。にんじんの皮 

を千切りにし、しらす干しは熱湯をかける。 

②鍋に油を敷き、にんじんを妙め、しらす干しを入れ、 

しょう油と酒で味付をし、最後に大根の葉を入れ、 

さっとからめ味をなじませる。 

③ご飯に混ぜ合わせ、妙りごまをひねりながらかける。 

葉はビタミン・ミネラル豊富な緑黄色野菜です。み 

そ汁や酢の物・和え物の青み 	使い道も栄養もたっ

ぶりあります。さっと茄でて刻み、 1回分にまとめて 

ミノ令凍するといつでも使えるので便利です。 

	
ノ 

く  献血のご案可つ 
期 日 時 間 「 	場 	所 

6月29日因 9:30-14:30 「働く婦人の家・  保健セノター 

※ご協力できる方は、6月21日までに健康福祉課へご連絡ください。 

男女共同参画室より ミニインフオメーション No.18 
内線462/E-maiI goshogawara42@net.pre1.aomori.jp  

今まで歩んできた、あなたの人生

あそこでああなっていなけ

れば、こうなっていなければ

と思い返すことはありません

か。あなたの人生を新しい視

点でもう一度見つめ直してみ

ましょう。 

テーマ 	「目からウロコの人生チェック／」 

講 師 

(ATVニュースワイド・キャスター） 

日 時 	6月26日出 13時30分～15時 

会 場 	五所川原地域職業訓練センター大教室

※入場無料。どなたでも参加できます。 

日
 
会
 

時
 

〔  すくすく健診 り 
◆場 所…働く婦人の家・保健センター 

◆受付時間…12時15分から12時30分 

◆持参するもの…母子健康手帳、バスタオル 

◆主な内容…小児科診察、歯科診察（1歳 6 カ月児・ 3 歳児）、 

身体計測、発達相談、離乳食試食（ 4 カ月児）等 

対 象 児 期 日 

4 カ月児健診 平成16年 2 月生まれ 7 月 6 日因 

1歳 6 カ月児健診 平成15年1月生まれ 7月13日（刈 

3 歳 児 健 診 平成13年 3月生まれ 7月15日困 

’ ※お願い 健診に来られなかった方は、 健康福祉課までご
連絡ください。 病気療養中のお子さんは、 翌月の健診を受
けることができます。 健診当日は、 駐車場が混雑しますの
で、市役所駐車場もご利用ください。 

母と子の相談日 
’この相談日を、お子さん、お母さん達の交流の場にもご 

利用できますので、気軽においでください。 

◆場 所…働く婦人の家・保健センター 

◆持参するもの 	母子健康手帳 

開設日 時 間 内 	容 

7月 7 日困 ・各月齢での成長、発達、 
7 月21日困 10:00~ 12 :00 育児、遊び、栄養（離 

21日の午後は電話予 13:00- 15:00 乳食等）相談 
約となっています。 ・子育て等の情報交換 

ことばの相談日（予約制）  

ー～ 

	

	お子さんのことばがでない、遅い、 つながらない、 はっ 

， きりしない等、心配されている方は、お気軽にご相談くだ
さい。 

◇ 7月15日困 10時～12時 （予約1名） 
働く婦人の家・健康センター 託児室 

◇相談担当者 	言語専門員 福多郁氏 

◇申込期限 	7月 7 日困 

多多多多多多多乏勿勿勿二多り多多多り多を多ブ多多二多多多多多多二m2ニ多ニ多多名二多ニ2フ勿2多多勿をm多多り勿多2多勿多二多2多多多多多多多多多多多多ブ2勿二勿勿多を多多多多多多をz多 
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